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要旨  

平成14年度雷二げ）国ハイパー、ネットリー▼クルし一丁化・jL業としノて，センター几 とし＝月産業「二芸試験場を結ぶライ   

ブ中郷システムを枯築した．こび〕システムを川いることにより，センターー内で開催されるセミナーを♪ 遠障常   

会場にて，高仲澤ト許音質に受講」一ることが可能となる．し映像び）編集∵蓄積システムも合わせて導入した・将   

来的には，インタし一ネットを利川しノた映像の配信が可能となった．  

表1導人機器一覧  

に錯－1r∧  

1血  はじめに   

斗二聞を通じて多くのセミナ、一や講習会が，センター一で  

開催されている．参ノ州にはセンターや＝⊥J産業」二芸試験  

所などの名イ椚郎ミに行く必要があるた姉卜県南県」となど，  

県内遠潤わニリアしり企業〝）み加は，吋溝川勺工㌃州的な負凪  

が大きい   

そこで，竹コ長i4咋腰豊叫二E「ハイハーーネットワーークルー  

ブ化しji業とし∴ 高速回線を利J」＝ノたライブjい継システ  

ムを構築い二．インターーネットで汎用的に棟木れている  

Rcal形⊥▲〔〝〕ストリ・一ミング技術を導入し，ギガビット阿  

線である豊の杵′＼イパ」一ネットワいクを利川することに  

こLり，、センタ」一とR閏正業工芸試験所の各会場を，点画  

質bホ宮質で∈い継するシステムである。Rcと冊子云亡C畑受イ言  

はh般〝）Ⅵ／「i11do椚ハソニ了ンでキJ二う1ため，配イ言スタイル〝）  

十㌧ 章減押にご：主ブ ハイパーーネットと作業側回  

線をインタ、一不ツト経】1で結ぶことにエり）仁川二内で♂）  

研修′受講が】j稚と7Liニる。   

映像mノ川「二を許積ンス▲テムレ合わせてや人Lた。ニれ  

に上り，いわゆるヽ′〔j㌻∋（ビデオカ‾ンデマンド）1岩境〝〕構  

乳乙に引墨とな／」た．研修会ヾ1†に所川があって’さ）フ後【†ク  

インタ、一ネット上に牒む′いれたイ冊告ごさVridcoをノ受信トトるこ  

とにより。い／」でヰ）′乏．溝－ナることができろ．   

ニれ〔二〕脚料ハ璧雄吊二上り，1「伸雄亜昭雄牒にとって  

ぅ甘修ニ∵セミナーーなど県・之淋：ミ， 」川∫′に容易になると考  

える．  

2． システムの概要   

やソ、した機器の晶覧を，豪1に／」こす．ストリーーミング  

さ圭 RcalNctl…1、k 什〝）Hciix ンリー、ズ装む∋】乙rjを〕ささノ＼しノた  
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一両び〕ストリし ミングノリ【＝1とフ 細けネット配frミを可能とす  
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るシステムとした．20Mbpsまでの帯域をライセンスす  

る製描－であるためブ 数箇所であれば， リアルタイムに数  

Ⅸ瑠bps以L♂）クオリティで配信できる・数100kbpsげ）映像  

でレ肛抽には十分なクオリティのため，ハイパいネット  

の接続㍍であれば，多数C／州己信先が可儀である．   

小継対象となる会j湯には，大井に固定すろ形で呈）「i「∠カ  

メラを．針をした．遠隔操作でパン・ チ／レト。ズームがで  

きるカメラである．二〝）カメラとコニンコーーダー1サーーバーー  

とを結び，画像を放り込む．センター紆掛乱 カメラを  

設㌍した第端什修三＝ミと，コニンコーーダー轟を設【宣Lた情報検  

衰残が離れていろため，映像イ言‡ゴーと音声り言ゝ言▲をM量〕L（1デ  

ー一夕化して LAN上で、之にできる装胃をヰ入しノた，小川   



〃）ボックスタイプ〃〕ため，既存〝）LAN配緑があれば，  

映像さ一：首ノ上「をJ主肘酢こわたり伝送できる．なお，／㌻ト∫†は  

業務川びつトラフィックとの競合を避けるため，情報検索  

室まで（二AT6〝）中川【一AN回線を敷設した．   

全体のシステム構成図を図＝に示す．センターーとLjlil  

聞は，ハイハし－ネット トごぴ〕t」2－Ⅴ†JANで結ぶ梢ノ伐とし  

た．L2－VLAN妄r丈，いわゆるイー、サネットの層で仮想l的に  

LAN化されるネットツーークである．このたが），物理的に  

はセンター（人分‥り と口山産Ⅰ＿試 川山車）は遠く離  

れているが ネット ワーク的には5「田がセンター内ネ  

ットリ、一ク〝）1部に見える．ハイパーーネットワー→ク自体  

がギガビットクラスの速度があるため，VLANでも十分  

の速度が得られてい ろ．  

3。 まとめ8今後の予定   

日火像〝川一質を碓保することが即しいことが分か／〕た  

rい仮のビデオカメラを人力ソトスとした場合，最適力画  

質を得るた裾こは，チューニングをきめ細かく行う必要  

があった．カメラのピント胡整も重要なポイントであっ  

た．Real形式び）ストリーミ ングヰ〕，エンこ王－ディングレ  

ーート 配信レート，言しユ鎚様式など設定項臣ニjが多く，最適  

かト継を実施するためにはノウハウに依ることが多いこ  

とが分かった．  

墾八イパー接続用スイッチ  

現在は室内の蕃虻カメラ本体〝〕集音マイクで拾う形の  

た約，反響や雑音が多く，きれいなサウンドとなってい  

ない．聴衆町反応も重要カソ」一スであるが＼討㍑石竹〕吉  

声を的確に拾うため，オーディオミキサーとワイヤレス  

マイクを専人した集音系の導人を撞討したい．   

ビデオ明編集と V（）D許隠軋 まだ卜分な試験遵Jl］が  

できていない．インタし一ネット緯山で中継すれば講演胡  

聴の機会は増えるが，リアルタイム中継のみだと，時「召」  

が限られる。VOl）に対応する形でコンテンツを蕎積し，  

センター〝）ホームヘー∵ンからダウンtl・一ドできろような  

スタイルを検討Lたい   

Realストリー1ム形式は，コンテンツ言しt述言語である  

SM軋（スマイル）との親和性が良い．ノ日射亮j 単純な講  

演内容の中継だけではなく，記述言語を付いたインタラ  

クティグなコンテンツ制作も検討Lたい．   

現在，告叫工「ハイパー几ネットワーークは，公的機F見や 一  

郎プロバイダなど，接続先が限られている．それら接続  

先に′受イ㌫「口機材を設置し映像をプロジェクタで投影すれ  

ば，遠隋会場は簡単に設置できる．センターと】け札以外  

への講演Lい糾が可能になる．また，ハイパーーネットの接  

続先も順灘ノムがることが㌣想されることから，一般職イ言  

／＼の対はも準備しておく必要があるだろう．  
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